
大川 ftlEn分辞の一捗州fr lん5

ダイナマイトの雷管挿入塘抗につし､て
(稲 も12叫 '12JJ3rIJ受け)

櫻 井 式 山 ･ 性 雌 雄 止
(II本地FT托式仝jt朱色工Jlu)

Ⅰ 持 す

{1ナマイr耕のみIIらTllとんとeてのエ正好句

は.その他FIJJこII)閉廿を神大Lllけ九はfl'r>'ないが
従来′JJ･Tイトか硬く姉AJ=捕球を点すTJとの.Y.1m

を特◆描く¶がt,/.1J'L,さJJめて公地的でありni-に

苦しtt齢 b･もろのrC死斑に淋 とし.そrJ獅 む定め

た｡

tDち何軒押しの抵抗の ば必は絹L二秒ZZFイナーイト

にあって ほ.全く･一哉的にそのJJ棚 こ上って尤

右されろカ:花泉特に掃沸してIi扱った雅文は見当らq

tJであるので虻 ナ ろこととした.

浬に甘えIrl仏文の管理等に放いて,その対罰の-つ

とされろ器のJ)才肌他門は'A涙I捌lJi強いlこJE祉もろ
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一･サ神II'LLrイナ▼

折 ILET イ ナ lY

四竹邦人抵抗!,見川して｣剛lけ ちのも

十虻であろ｡暮Im ほfT貯抑しの一文で足t)/̂ ･らきわ

めて釧 仙tでS,～,又滑だ非ZZもさ))b

て桝 Cもろ｡.rもしかからQVttiものでも諦抑 こ現象

を由来HLl上牧■カ･最架LIのがしてLたfhl山いことカ

Gl且されろ｡rt印 tXAil一札邑*{乍く恥 に1･止品にi,つ九も
のをとりMして 来たものて5,1̂･はり及び叔
皮は夫託

の如く(･ある｡
(.I,lこれらの他の力卿Mlま.那
佐の々洞宅を捲

って庶/JIL.これらは猷法そのもののか】で棚ヨ多
大の鰍を付すのて技

に

連一一鞭打T-ろ事とし,ウ托成
功より在現した宍朴土弟PLH
.
も勤し古今を附して苛

料
.
ていくつも.)であるから

.'
&和の坊炎は技雅の托

の々他のLJJサU.
rmと対Ft:せしめろJPと-T-ろ｡
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地匹はtr7腎nLのついた拝や帖が捗軌ナろ彬1とg;

7-LrT･lrt
Lナるささ丸及びJ{タンスの三つの=lRtな鰍か

らなってAitl),
余1如+-･つの台に弛児されろ,
凶につ

いて甘えは
.̂
はf77竹井!Lでもl)之をとりつけた米作

llがス-/9
ンrJlタンスC(23kgけりダ
イヤル式)

に眺匝( y
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llJl. 工 類 火 弔 比 4,L'. 第 Ⅰ2懲 郁 34耕

y〆7'r13Jい てブタンタテストを･

行ったとき針の動きは急 くな

い.又スブタング,.'タンスは印

凹外可約には古めかしい羽であ

るが,Trlはかえってしっかl)し

ているかと見えTr:触 こ打った旺
々のu})のものを滞っても書F-つ
て折ない市が強めてある｡

皿 三群 定 f喜 異 同 Z

irk'のばらつきの那-の上.-rqlt鮮紅の不伯のために

将悔 しがかたむいて入7A r(･あろ｡このためには符

甘出し.器.ス1Jン1こ三井のFll心が全くは-のiei

持上にTxけかばならIZい｡そして又恢lこそろつたとし

ても,脈 にE5しては相当のJJが相 にかかろので黙

止の各部の鞘 カqq児となろ.

5E旺全仙1本丸でもろのC,この=瓜 二はrll当-Tf心

をiLLつたがかえってnFl=こ工llL易い弔l点もあった｡

IDiZrEを捲った繋(LSfZ)は発の中心軸にそって十
叉ii:に切Z#してm℡並Lが所期の如く正常に入ってLL
たかt'iかをたしかめろ布Z):雌 である｡

次に柵 は句3tlの如く32xl125のものをEIFl.か

ら切断し,その切tW)にW腎恭しを神大す7J｡

従って桝frの長引.J勺4SlrLm となる.又粉状のも

のはEgl3bの如く.Pi絹上l)1̀】45111TTt切断し,切断fnL

に葬がこぼ2t山肌こrh広の托hlチーフでEil拭科とす

ち.LlqSiKEは少くもlケ以Iの災澗脚の-lく和むと/)｡

その】桝をあげれば･XのAJlくであろ｡(yi2)
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iBL蛙は.ユ1.19,30,40'C の4組について77つた ｡

各!m についてiq定絵射おまとめて如3にする｡

J(3DlftTイナ▼イ十九Iii併発 (kg)

･ tL- 1●nAl lL)LJ l◆N fN

･･｡C 晋 三宣 子ミ6 認 o …呈 1と5.

･9■ 管 …言 iF.5 仙7 5A 6OL 7t 39 4J

3什○ 托 27 56 6日 - 37

4日○ 托 14 43 31. - lLI

之を見ろと.放抗としては火帆 2--20L.FI3.のmにも

ってl里71{イナマイトについてはfN外なく包姫耗つき

のもののJJJh:大である｡

この恥 ._t蛾 鞍のために罪の淡伽 :iかfらit,桃梨

として内部.こ起る茄力の竹大を別け ろもので,こtL

を荘組についてんiLは也炎耗もろための救杭の相加や

'r<J 也筆J)たy'の収姓やJ)坤

GiT. IIll IJNI l}L)～ Z161

1loC 184 246 429 438 692

は苅4の け にニトpTItIン山大ならftが爺も'yく

新開が有.Lも大なろ如月.Lである｡

逆に習えIf事王子状の軸が村人すろにつ九で.この和

知恥三大とTzろ27tを甘味していろ｡

又紫勧h-,1じ也熊したもので出がはつきJ)あらわtLろ

布があるのでその節別なしらべてみたら,山瀬折 は

周 33の如き形であJ),小火から切断したとさAはIl

にくらべではt'け易く.為に拙I肋 ;少く川ていたので

ある｡例えは相称こついては.)IのIil介.9L.gでAに

くらベ12,..'大である｡(110C)

それで包処し!こものとしては,かかろ叫を念57Ilこお

くものとしてIuにAの齢 について,以捜全部頚1ぷし

た｡

又iA肢な馴 ヒさせた対瑛肘があるから.この関旅JL



吋火してみちと火弧 t)T A レ & '}人の式に托～都カニ明

かである｡団4は抵紙の刈牡七校舶Lこ.iJL姥(掛 i星

上り の地政をl柵 にとったもので.搾一例にぎる一都
と白耶親との二つL=分ttこの時の捕性化エ rA ギーは

いづLLもほLZ7LcIIHi他でもろが,Jtのy:熊の指虻で

は正純なrLli現しruTrい.

仰満足拭果7'L-Jpylこすろためlこ和で48kgをJ-JTし

たl純Jrイナーイト(150C)につ1,.て台打をIPいJglの

I)にして,火よそのPt状とiqTL'した処.欠塾り4-5

kgであっl=.

このLJf掛1㍍も即せでもJA'n正郎にFfカ欄 した

いのでNi虻をllくiN'ji:ナろには拡多くiN注せわはなら

Iユ叫と一父か附 しr1-いと,汁_q白さ:rfに捗那 ~ろ

のLC4･もとZ)ニ旺いq l.押入は..ややJIしい盛がある.

TI 物故ダイナマイ トの雷管挿入故扶

砂状′イナーイトの抵抗はJyZtにくらべ.ほらつき

が多い.そのばr)つきのWPlとして軒 Iに考えられる

抑 ま.内規の番でも侃化7ftの丘があろ布と,包炎の韻

ii;の丑がB只1こくらべ火きい1【が考えられろ｡故に少

しく珊 ではもろb'm杭とLIirt菜の粧 坊架をあげて

･115とすろ｡JtRは粒状のiQI疋桂一茄の1RAtを阿り太

をその脈mにみたして決めたNlでみろ｡

兜11!t科の刑虹のyLcはべたtmこ桝 尺ダヤプーイト

は糾p-む切EFLで,W鞘t脚こ抑汁デー-/をはつ で,潤

ほにf托す/iが,このq爺恥qJもmTFyy瀬 に押入する

LJJ-を折りft:の多いJZとしとしはを的琴のさいの折口の

Jjとする｡在って,L!t鵜th政は.印の'JJが大である部

はTr～までもILい｡

JJtLtt~◆川5 lTlltダイナyIFLの糊 とqiLt:太のLn拝 rllモ

′イ1YイトVJ押入経机とm北東(HOc)
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1JO19.特 IL972川 2 092†1 15u Ll～ll I.Jd

ILll_'I6

u915 15t' り恥7]61 0940 12_$ lI駅

117t) 0953之の点東を妊坑とP上比況の兎絶間

1ニ7Tt.哲は団 50)坪にT=り,いづLLの甘分も比
正が大と11･TJに従って推はは大となろ挿t的 :LLr}

れろが料紙もろllとして明のカは161こくらべ災胡Wll.左

:方にづれて捕る.この桝 iLI(lこ何-の此現のPnと
ILdとなくらべもと.可の万が指よりも教掛 土大でみ

ろ1Iを苫托してmろ.iFの月nの也与附 きはいづ11,もだl

)ないとすれば見ろのは肪だけであるから,I?粥嬉Jt切

断した飢11の(▲ ～09l…つの切m .にfZlmナ-1なはつて

阿-椛Llとし.雌はtTさ‖しのものについて沸r.i:す
るとはLT帥ItL5-llIkgでヅきSのほぼ和一

Jtmの控抑 こく()べて少く.列ちかに既があiLl珊 :人

となる山地の円7･がある｡父ナー'J'をはつたための抵抗村

人はしっかL)はつたIiと,lにJlのせた岬と■Cも凸が

あって.しっかI)ltつてILい時には.チープが触られ･r悶竹Z!Lがそれを鉱のIl
lにfき込tTEZirr形となりざわめ{収水火である｡
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のはらつき0兆皿 としては比爪のiqだが紙代でTFい即
とこのEJなPtlIを作る上■Cのはらつきが増えられる｡

V 人が物を突 く時の力につし､て

11枚に碓湘ult_J一定の如きもQ)であったが,一休我

々が失くILhのカヤ,そのF!lj糾エビ～であろう か.こQ)
ソJをfrt妓求めて,このyEBrlとL'tL介せて見てl汀甘柿

7披技の榊 を決めたL.と瓜IJ｡

ゆt, 5ukK台打の仲にfl+の分qIT/のせて.;珊

弗しな以⊂ff肋 zL押し,仰のもlJ｣-ろ助を求めjt.

その1招 叫Puとしてlや+HrLLtLtえろLW拍 とろ｡

比のi'Jは'qhT=l･々J)ものでもろが.他のW JJ)入江

についてい1どnt;eもつ1=.

付すもの kg I-蜘 lrqやe 盟 L'

市甘正し 一対 ･>(不jliF

15 20 耕 地

10 60 0J>めて兼

動 1甘 )8 1秒111~ 榔 し

^ hYYE_相 Il ■ 応 し

このL=grtと,特印 rZrlのZC休と民に)plrT'と団古の

如くL丹えば冶bや味のi*俊と点じとの閃休r=とに01て

C1てPttl-.琵く之なさぢ1こして.mTT挿入粒状の書為

にかfろ卿 をさめ)りf a:の如くにTzる｡

< lりkg ltA-1S l5-2Il -1トー215 25く

十 千i5 < ▼Pt虻S ttI斗舛比婆 1･故
殺校に櫛 の幹竹ti令EIll共全くItJlにW.rLした

ものでもJJ,又,捗札 粉状とを別hIrそのJ月亡が推

男は蛾 件に上り丸 i■虻L:J:りJLJ.･即 にわたっ

て分布するものでもろから托o)稚軒の)'セ似て肴tiLl
ZS Z～3 5~IきいE)S についての恥 をJtl之するJEはい空しむべき市なつけ

LB S 少し苅江盟 加えておきたいと且う｡
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